
曲
水
流
腸
思
逸
少
。
斜
川
移
植
億
陶
潜
。

雨
龍
残
照
生
黄
霜
。
報
退
平
沙
現
白
塩
。

才
拙
敢
辞
金
谷
罰
。
詩
盟
新
結
律
猶
巌
。

旭
荘

の
中
島
の
梅
林

（
図
1
・

61
）
と

雪
来
館
（
図
1
・
60
）

こ
こ
で
、
放
学
・

遊
山
と
は
直
接
関
係
し
な

い

が
、
隈
川
筋
と
前
述

の
田
島
地
区
に
あ
る
旧
跡
に

つ
い
て
付
言

し

て
お
き
た

い
。

す
な

わ
ち
鹿
瀬

旭

荘
が
住
ん
だ
「
中
島
梅
林
」
と
「
雪
来
館
」
で
あ
る
。

周
知

の
よ
う

に
旭
荘

は
兄
淡
窓

と
ち
が

い
大

坂
・
江
戸
に
住
み
、
山
陰
、
北
陸
な
ど
全
国
を
歩

雪来館跡

を
植
え

て
い
る
。

し
か
し
、
約

一
年
後

、
文
久

二

年
十

二
月

に
は
大
坂

に
移

っ
て

い
る
。

そ
の
後
明
治
初
年
、
雪
来
館

は
緒
方
氏

の
住
居

と
な
り
、
昭
和
初
年
改
築

の
た
め
、
そ

の

一
部
は

移

さ

れ
て
県
道

沿

い
の
分

家

の
座

敷
と

な

つ
た

と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
改
築

の
家
も
終
戦

の
頃
、
敷

地

の

一
部
が
欠
け
落
ち
た
た
め
後

（
東
）
方
に
移

転

し
た
と

い
う
。
（
高
倉
芳
男

「
ふ
る
さ
と

の
史

跡
と
伝
承
」
）

五

高
淑
・

石
井
地
区

垂水渡 し付近の現況

い
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
涯
、
故
郷
日
田
、
そ
し
て
兄
淡
窓
・
威
宜
園

へ
の
思

い

を
持

ち
続

け
た
。

亡
く
な

る
二
年
前

に
は
、

日

田

の
田
島

の
会

所
宮

の
近
く

の
丘

の
上

に
家
を
か
ま
え

「
雪
来
館
」
と
呼
ん
で
住
ん
だ
。
ま
た
旭
荘
は
、
そ
の
前
に
日
田
の
中

島

に
住

ん

で

い
る
。

中
島

の
梅
林
は
大
字
庄
手
字
中
島
の
地
に
あ
る
。
虞
瀬
旭
荘
は
梅
花
を
好
み
梅
轍
と

号
し
た
が
、
万
延
・
文
久
（

一
八
六
〇
～
六

一
）
頃
、
梅

の
花

の
中
で
老
後
を
過
す
べ
く
、

こ
こ
に
梅
樹
数
百
本
を
植
え
た
。
五
岳
上
人

の
「
中
洲
」
と
題
し
た
詩
に
は
、
「
斜
に

略
杓

（
丸
木
ば
し

）
を
通
れ
ば
、
水
浸
せ
ん
。
水
に
孤
洲
あ
り
、
洲
に
村
あ
り
。
道
に

是
れ
旭
翁
（
旭
荘

）
高
臥
の
跡
。
梅
花
は
な
お
旧
柴
門
を
守

る
が
ご

と
し
」
と
あ
る
。

現

地
に

は
、
か

つ
て

「
ウ

メ
バ

ヤ
シ
」
と
呼
ば

れ

る
梅
林
が
あ

つ
た
が

、
河
川
改

修

に

よ
り
往
時

の
姿
を
失

い
、
梅
樹
も
殆
ん
ど
な
く
、
養
魚
場
、
木
工
所
な
ど
が
建

っ
て
い
る
。

一
方
、
文
久
元
年
（

一
八
六

一
）
四
月
、
旭
荘
は
大
坂
を
引
き
払

っ
て
日
田
に
帰
り

同
十
二
月
に
雪
来
館
を
建

て
て
こ
こ
に
移

っ
た
。
雪
来
館

の
跡
は
大
字
旦

向
、
刃
連
村

の
西
北
部
、
県
道
戸
畑
・

日
田
線
沿

い
の
小
高

い
丘
に
あ
る
。
そ
の
南
に
は
会
所
宮
神

社
が
あ
る
。
会
所
山
は
青
少
年
時
代
か
ら
旭
荘
が
遊
ん
だ
所
で
あ

つ
た
。
旭
荘
は
、
こ

の
家

の
ま
わ
り
に
桜
、
梅
、
梨
、
竹
な
ど

の
ほ
か
、
桧
、
も

っ
こ
く
、
柳
、
枇
杷
な
ど

前
述

の
よ
う

に
淡
窓
師
弟

は
三
隈
川
わ
た

っ
て
、
対
岸
に
ひ
ろ
が
る
高
瀬
・

石
井

地
区
に
も
し
ば

し
ば

足
を
運
ん
だ
。
そ

の
中

で
、
特
に
興
味
深

い
の
は
文
政
七
年

（

一
八
二
四
）
四
月

の
高
瀬
・

石
井
地
区

へ
の
遊
山
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

・

文
政
七
年

四
月

二
日
。
先
考

二
陪

シ
テ
遊
山

ス
。
森
成
策
同
行
セ
リ
。
門
生
従
行

ス
ル
者

四
十
余
人
。
垂
水
ヲ
渡
り
、
四
手
平
阪

二
登
り
台
原
ヲ
ス
キ
、
琶
琶

ノ
頚
ヲ
行
キ

黒
岩

二
憩

フ
。

此
庭

眺
望
好

シ
。

因
リ

テ
行

厨

ヲ
斯

二
開

ク
。

巳

ニ
シ
テ
龍
塞

卜

云
う
所

二
至
り
、
一
松

ノ
下

ニ
シ
テ
再

ヒ
稲
員
喜

代
吉

力
贈

ル
所

ノ
酒
肴

ヲ
開

ク
。

ソ

レ

ヨ
リ
山

ヲ
下
り
、
銭

花
渓

二
傍
ウ

テ
西

シ
、
石
井
大

明
神

ノ
両

二
謁

シ
石
井

橋

ヲ
渡

り
、

日
限

ヲ
過

キ

テ
帰

レ
リ
。
此

日
、

予
、
詩

ア
リ

日
ク

ハ
ク

（
略
）
。

こ
の
時

の
山
遊

は

一
行

四
〇
余

人
、
塾

生
あ
げ

て
の
遊

山

で
あ

つ
た
。

こ
の
時

、
淡

窓
師
弟
は
、
田
島
を
通

っ
て
竹
田
村
に
出
て
若
宮
神
社

の
近
く
の
「
垂
水
の
渡
し
」
で

三

隈
川
を
渡

っ
た
。

こ
の
垂

水

は
か

つ
て
垂

水
橋
と

い
う
沈

橋
が
あ

り
、
今

も
そ

の
痕

跡
を
と
ど
め
て
い
る
。
垂
水
を
渡
る
と
ま
ず

「
四
手
平
阪
」
を
登
る
。

こ
こ
に
は
「
捨

平
」

の
字
が
残
る
。
坂
を
上
る
と
誠
和
稲
荷
神
社
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
塩
谷
代
官

の
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